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S P E C I A L  I N T E R V I E W再生可能エネルギーと地域経営戦略

［東京大学教養学部　客員准教授］

政府は太陽光や風力、地熱などの再生可能エネルギーの導入・普及を

促すための、多様な施策を投入。大規模な再生可能エネルギーの開発

も全国で行われるようになった。しかし、開発はさまざまな課題も生むこ

ととなる。環境・科学技術コミュニケーションを専門とする松本氏に、まち

づくりにおける再生可能エネルギー普及のありかたについてたずねた。

急速に普及した太陽光発電
─ ここ数年、再生可能エネルギーによる発電量が伸びていますね。
2011年3月の東京電力福島第一原子力発電所の事故以降、原子

力をベース電源としていた日本の電力事情は大きく変わりました。全

国的な節電活動があったものの、低下した電力供給を補うために石

油・石炭などの化石燃料も大量に使用することとなり、CO2排出量

も急増しました。2012年7月4日から再生可能エネルギーで発電した

電気を電力会社に一定期間固定価格で買い取ることを義務付けた

固定価格買取制度（FIT）が導入されると、再生可能エネルギーの導

入は急速に伸び、発電量の年平均伸び率は13％に上昇しました。こ

のペースで推移すると、今後10年間で3.4倍（2012年度比）にもな

る計算です。2013年には、年間の再生可能エネルギー発電量（大型

水力含む）が、電力会社10社の総販売量の10％を超える規模にな

りました。特に買取価格が高く設定された太陽光発電の伸びは大き

く、出力が1MWを超えるメガソーラーが各地に建設され、2013年度

は世界の太陽光新規導入量比較で日本がトップとなる見通しです。

再生可能エネルギー普及の
ための施策が次 に々登場
─ 再生可能エネルギー普及のための施策は他に何がありますか。
2013年4月には農林水産省が、これまで農地転用にあたるとして認め

ていなかった農地への太陽光パネルの設置「ソーラーシェアリング」を

認めました。ただし、農地に支柱を立てて架台を設置し、その下の農地

で農業生産が支障なく行えること、などの条件がつけられています。

さらに2013年11月には、農林水産省の「農林漁業の健全な発展と調和

の取れた再生可能エネルギー電気の発電の促進に関する法律」が成

立しました。再生可能エネルギーの推進地域を市町村が作成する基本

計画の中で推進していくことができます。基本計画は、市町村と発電事

業者、農林漁業関係者、市民の代表やNPO・NGOの代表などが協議

する必要がありますが、設備整備計画が認定されると農地転用許可の

「みなし取得」となり、同様に森林法、漁港漁場整備法、海岸法、自然公

園法や温泉法などもワンストップでの「みなし取得」が可能になります。

このため、再生可能エネルギーの建設を進めたい自治体は整備を加速

化できることになります。

大規模再生可能エネルギー
開発と地域住民との軋轢
─ 日本各地で大規模な再生可能エネルギー整備が進むのですね。
しかし、大規模な再生可能エネルギーが急速に導入されると、さまざま

な問題も発生します。大規模太陽光発電の例としては、富士山周辺

の自治体による「富士山の景観を阻害する大規模太陽光発電設備

等の抑止」があげられます。これは、世界文化遺産の景観を守るため

に11の市町村がメガソーラーの抑止地域を指定し、富士山麓の景観

を阻害しないように太陽光発電の自粛を要請するものです。再生可

能エネルギー普及の必要性は認めていますが、景観保全への配慮を

求めています。このように、CO2を排出せず、資源が枯渇しなくて環

境に良いといわれる再生可能エネルギーであっても、地域経営戦略

（まちづくり）との整合性が問われる事になってきたのです。

風力発電では低周波騒音や振動などの課題があります。住民の健康

への影響を配慮し、洋上風力発電も推進されていますが、今度は漁業

事業者との共存が課題となっています。再生可能エネルギーは新しい

エネルギーとして期待は大きいのですが、地元漁業者にとってはリスク
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S P E C I A L  I N T E R V I E W

上智大学外国語学部卒業。テレビ朝日報道局を経てCNNニュース、NHK 
BS-1 ワールドニュースのキャスターなどを務める。現在は東京大学での教育と
研究活動の傍らシンポジウム、講演、執筆など幅広く活動する。東京大学教養学
部付属教育高度化機構環境エネルギー科学特別部門客員准教授。専門は環
境/科学技術コミュニケーション。NPO法人国際環境経済研究所（IEEI）理事。

松本真由美氏

再生可能エネルギーと地域経営戦略

にもなり得ます。リスクに対して明確なベネフィットが提示できなけれ

ば、リスクばかりが強調されかねません。各地で洋上風力発電事業や

実証実験は行われていますが、ステークホルダーである地域住民の

合意が得られなければ、再生可能エネルギーの普及拡大は実現でき

ないのです。

まちづくりに際してと同様の
住民とのコミュニケーションが
必要になる
─ 再生可能エネルギーにも地域の理解が必要なのですね。
再生可能エネルギーを大規模に導入する際に、住民の声は無視できま

せん。まちづくりと同じで、環境影響に関する学術的データを提示し、説

明しないと推進できないのです。説明会を開催して、こういう実証実験を

始めると、こんな「まち」になるということを広く住民に理解してもらう必要

があります。新しいプロジェクトを進める上で重要なのは、最初から地域

住民をはじめ利害関係者に参加いただくことです。景観問題は主観に

左右されるので、「心証」が悪ければ歓迎しないといった意見も出てくる

ことにもなります。「聞いていない」というのも、反発を買いかねません。

本来、再生可能エネルギーは地域の資産なので、開発にあたっても地域

のステークホルダーが多くの部分を担い、社会的・経済的利益の大部分

が地域に分配される取り組みを拡げていくべきです。市民ファンドなどで

お金が地域に落ちて市民にメリットがある仕組みを作ると、反発は少なく

なります。地産地消のエネルギー利用で地域内の経済が回ることが重

要なのです。また、地域によって日射量や風の強さなど、地域資源は異な

ります。まちづくりを考える場合は地域の特長を活かした再生可能エネ

ルギーを導入すべきです。複数の再生可能エネルギーを組み合わせて

設計する、エネルギーアーキテクトも求められるようになるでしょう。

メリットとデメリットを示し
理解者を増やすことが肝要
─ 実際に進められる時に注意されているのはどのような点ですか。
2013年11月に改正電気事業法が成立しました。電力システム改革

が順調に進めば、これまで全国の電力会社が地域ごとに独占してい

た家庭向け電力小売りビジネスにさまざまな業種の企業が参入し、

2016年をめどに電力小売りが自由化されると、消費者は価格や発電

方法を比較して好きな電力会社が選択できるようになります。サービ

スを競い合うことによる再生可能エネルギーの拡大や電力消費量の

削減が期待されています。

さらに、2018～20年には電力会社の発電部門と送電部門を切り離

す「発送電分離」を実施するとしています。電力システム改革により

再生可能エネルギーの普及拡大が期待されていますが、電力システ

ム改革は国会を通ったものの、まださまざまな課題について議論して

いるという状況です。

再生可能エネルギーのメリットはたくさんありますが、太陽光や風力に

は周波数変動や発電効率などの問題があり、現状の送電網だと、再

生可能エネルギーを組み込める量に限りがあるなど、課題が多いの

も現実です。

また、送電網のコストをどうするかも議論中です。私たちはメリットとデ

メリットを明確にすることで、皆さんがエネルギーを選べる2020年に

向けて、多角的にエネルギー問題を考えていただく助けになればと考

えています。

再生可能エネルギーは
家庭に直結した問題
─ 再生可能エネルギーにはコストの問題もありますね。
忘れてはいけないのは、再生可能エネルギーの普及は国民理解を通

して進めなくてはならないことです。それは固定買取制度の費用を電

気料金で負担していることにも表れています。買取制度の導入以

降、太陽光発電は急速に普及しましたが、それに伴って電気料金の

上昇が懸念されています。

現在は1世帯・月120円くらいですが、2000年にFITを導入したドイツ

では、すでに一般住宅で月に2,400円程度の賦課金となっており、太

陽光の買取価格を毎月のように下げるなど制度の見直しを行ってい

ます。FITは再生可能エネルギーの発電設備を導入するためのイン

センティブであり、制度が永久に続くものではありません。しかし、国

民負担で普及を図る再生可能エネルギーは、まちづくりなどの社会イ

ンフラという視点だけでなく、家計に直結した問題としても捉える必要

があります。

断熱性能を満たさなければ
住宅が建てられない時代に
─ エネルギー問題について政府の動きをお聞かせください。
もう一つ、2020年に照準を合わせた施策があります。それは、住宅や

建築物をネット・ゼロエネルギーにするもので、住宅ではZEH（Zero 

Energy House：ゼッチ）、建築物はZEB（Zero Energy Building：

ゼブ）とよばれています。これは、建物の断熱性能や建築設備の性能

を抜本的に向上させることで、極限まで減らした消費電力量を再生

可能エネルギーによって賄うことにより、年間を通した消費電力量を

プラスマイナスゼロにするものです。政府は住宅に関して「2020年

までに標準的な新築住宅でZEHを実現し、2030年までに新築住宅

の平均でZEHを実現すること」と記しています。

さらに、国土交通省は2020年に新築住宅の断熱基準を義務化する

ことを発表しました。この断熱基準に適合していなければ、住宅を建

てることはできなくなります。欧米と比較すると、日本の住宅は断熱性

能が非常に低いという現状があります。

日本の新築住宅のうち、建物外皮の断熱性能を指標とした平成11

年基準を満たしているのは約50％。しかし、約5,000万戸あると言わ

れる既存住宅の適合率は6～7％しかなく、欧米と比較するととても

低水準です。これは、日本では必要な時だけ暖める間欠暖房や、必

要な場所だけ暖める部分暖房が一般的で、断熱性向上による光熱

費削減は投資コストから見ると費用対効果が少ないと思われている

からです。しかし、断熱性能に優れた温かく温度差のない住宅では、

脱衣場などでの高血圧によるヒートショックが起こりにくいのです。断

熱に対する投資コストを光熱費だけでなく、健康維持・増進まで考え

れば、多くのメリットがあります。

省エネによる直接的な便益である「エナジー・ベネフィット」だけでな

く、健康や快適、安全・安心に暮らせる「ノンエナジー・ベネフィット」を

消費者に訴求しなくてはなりません。このように、私たちを取り巻くエ

ネルギー環境は加速度的に変化していきます。消費者が電力会社を

選び、住宅の燃費までを考える時代になると、そのための情報提供

が必要となるのです。そのキーマンである女性へのコミュニケーショ

ン戦略はより重要になってくるでしょう。

女性とのコミュニケーション戦略を
組み込んだ まちづくりを
─ 具体的なコミュニケーション戦略の進め方をお示しください。
コミュニケーションという面で考えると、双方向の対話が最も重要で

す。また、施設を見ていただくことも効果があります。傍観者として見

ていると、批判的なことを言いたくなるものです。実際に見て体験し

ていただくと同じ視点から対象を捉えることができるようになり、意識

も変わります。まちづくりの場合なら一区画でも良いので、まず見て

いただくことです。

たとえば、説明会などの2時間のイベントなら、後半の30分はワーク

ショップとして、知見を持った方が加わったディスカッションを設けま

す。談話する雰囲気の中で、意見交換しながらまちづくりを考えてい

ただきます。また、女性を対象とする場合は、小さな子供のいるママと

いうように対象を分け、「ママのための」という冠を付けると良いでしょ

う。そして、ケーキとお茶をいただきながら話し合いを重ねて合意をし

ていく…というように、女性たちとのコミュニケーションでは、細やかな

配慮を行い、和やかな雰囲気づくりをすることが大事です。

お子さんとママ対象のイベントなら、太陽電池や風車のペーパークラ

フトづくりなども効果的です。まちづくりに関連のある45分くらいでで

きるものを準備すると良いでしょう。私が所属する東京大学の研究室

ではこのようなワークも開発していますので、ご活用ください。

大きな買い物、たとえば住宅や車を購入する際、家庭の主婦の意見

が反映されることが多いのではないでしょうか。女性が「こんなまち

は、いやだ」と言ったらまちづくりは進まないのです。女性とのコミュニ

ケーションを充実させ、協働することでその意見を上手に取り入れて

いくことが大切だと思っています。

─ありがとうございました。

太陽光
地熱
風力
バイオマス

年平均
伸び率

8%

年平
均伸
び率
13%

10月末時点
170億kWh

2003

250

200

150

100

50

0
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013（年度）

（億 kWh）

RPS制度

余剰電力買取制度
固定価格
買取制度

再生可能エネルギーによる発電量の推移

電力調査統計、RPSデータ、固定価格買取制度の買取実績等より、資源エネルギー庁作成
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街区へのゲート数を絞ってネットワークカメラを設置することでオープンでありながらセキュリティを追求

停電時には地域の非常用電源にもなるコミュニティソーラー

人が近付くと照度を上げる、省エネに配慮したLED街路灯

監視カメラの方向に合わせて照度をアップするLED道路灯

くらしから発想し、
サスティナブルに進化する
スマートタウンが藤沢市に誕生

神奈川県藤沢市南部の約19haのパナソニッ

クグループ工場跡地で進められていた、藤沢

市およびパナソニック株式会社をはじめとす

る17社1協会※によるスマートシティ・プロジェ

クト『Fujisawaサスティナブル・スマートタウ

ン』の戸建街区約600区画のうち100戸が竣

工。2014年4月1日に街びらきが行われた。

住宅約1,000戸（戸建住宅約600戸、集合住

宅約400戸）、商業施設、健康・福祉・教育施

設など、全施設は2018年度に完成予定。

街のコンセプトは『自然の恵みを取り入れた

「エコで快適」、「安全・安心」なくらしが持続

する街』。このコンセプトを実現するために、

以下の数値目標が設定されている。

1） CO2排出量削減70％（1990年比）

2） 生活用水30％削減（2006年比）

3） 再生エネルギー利用率30％以上

4） ライフライン確保3日間

街路計画にあたっては、セントラルパークから

南北につながる緑道を設け、広場や道路を

曲線に配置。海や川からの風を街区内に取

り込む有機的な設計がなされている。さらに、

各住戸間に風を引き込むため、東西に総延

長約3kmのガーデンパス（藤沢市の管理とな

る幅約3.5ｍの歩行者専用道路）を設け、風

の道に沿った街路樹やガーデンパスをはさん

だ各住宅の植栽により、街区内全体に緑の

連続性を創出している。

※17社（順不同）
パナソニック株式会社
株式会社アインファーマシーズ
アクセンチュア株式会社
株式会社学研ホールディングス
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社／株式会社ソウ・ツー
株式会社サンオークス
綜合警備保障株式会社
株式会社電通
東京ガス株式会社
株式会社日本設計
パナホーム株式会社
東日本電信電話株式会社
三井住友信託銀行株式会社
三井物産株式会社
三井不動産株式会社
三井不動産レジデンシャル株式会社

1協会
社会福祉法人 長岡福祉協会

（上）各住戸間は歩行者専用のガーデンパスが設けられた
（下）通過交通を排除するため曲線で構成された街路

ゲート
風の道

ガーデンパス
コミュニティソーラー

※名称は今後変更になる場合がございます。

コミッティセンター

N

商業施設予定地

中高層住宅予定地低層住宅予定地

福祉・健康・教育施設予定地

商業施設予定地
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セントラルパークに設けられた集会所コミッティセンター

● EVパワーステーション
● 雨水貯留タンク レインセラー
● シアター設備
● 42v型デジタルサイネージ
● 映像監視システム
● 録画システム
● 全自動おそうじトイレ アラウーノ 
● キッチン（リビングステーション Sクラス）
● 換気設備
● パッケージエアコン

● LEDスポットライト
● iDシリーズ
● 美光色LED
● LEDダウンライト
● LEDウォールウォッシャ
● 太陽光発電システム HIT233（9.2kW）
● パワーステーション 5.5kW
● パワーコンディショナ 4.0kW
● リチウムイオン蓄電池 9.3kWh
● エネルギーモニタ

主な設備

小さな子供のためのキッズルーム

次世代自治組織が
サスティナブルに街を維持する
掲げた数値目標を達成して街を維持するた

め、次世代型自治組織「Fujisawa SSTコ

ミッティ」が設けられている。ここには従来の

自治会機能に加え、環境、エネルギー、安

全・安心に関する活動や所有資産の維持管

理までの役割が与えられ、住民主体で運営

されるように構想されている。

ここで生まれた住民の声をすくい上げ、サー

ビスとして提供するのが「Fujisawa SSTマ

ネジメント株式会社」。2つの組織体が両輪

となってFujisawa SSTのタウンマネジメン

トを行うように計画されている。

街の中心部、セントラルパークには集会所

「コミッティセンター」が設けられている。ここ

は、地域活動の災害拠点としても位置づけ

られ、災害時には100名が3日間避難するラ

イフラインを確保。創蓄連携システムや食

料・飲料の備蓄などにより、非常時への対

応がなされている。

Fu j i s a w a  S S Tコミッティの役割

Fujisawa SSTコミッティ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
託

運
営
サ
ポ
ー
ト

維持管理

自主管理広場
コミッティセンター
（集会所）
見守りカメラ

ガイドライン

派
遣
・
サ
ポ
ー
ト

全戸入会

クラブ クラブ クラブ

Fujisawa SST
マネジメント株式会社

コミッティ事務局

出資会社（9社）

「コミッティ」支援
資産の運営管理
サービス企画開発

街イベント

非常時には避難スペースにもなるコミッティルーム

料理教室などが開催できるキッチンスタジオ防災倉庫に設置された蓄電池と創蓄連携システム

EV充電用エルシーブ 街全体のカメラを監視できるセンター装置
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各住戸の屋根には太陽電池モジュールHIT240αを設置

● 太陽電池モジュール HIT240α
● 創蓄連携システム
● 住宅分電盤
● 情報分電盤
● 屋内配線器具（コスモワイド21シリーズ）
● 屋外スマートシリーズ入線カバー、コンセント
● 屋内高機能配線器具
● EV用充電コンセント
● エアコン（エコナビ搭載）
● 換気設備
● エアイー

● 建具、収納扉、床材、階段
● 洗面（New シーライン）
● 浴室（ココチーノ New Sクラス）
● トイレ（アラウーノV）
● キッチン（リビングステーションNew Sクラス）
● エアコン（スマート対応モデル）
● LED照明器具
● リビングライコン
● スマートHEMS　AiSEG
● インターホン（住まいるサポE型）
● 薄型火災警報器

主な設備

CO2排出量±0を実現する
スマートハウス
Fujisawa SSTでは、すべての戸建住宅を

太陽光発電システムと蓄電池を備えたCO2

排出量±0のスマートハウスとし、暮らしに合

わせてオール電化タイプと燃料電池（エネ

ファーム）を導入したW発電タイプの２タイ

プが用意されている。家庭内で最大38カ所

のエネルギーの見える化を行い、エコキュー

トやエネファーム、エアコンなどが制御可能

な「スマートHEMS」を標準装備。太陽光発

電、家庭内蓄電池と連携する独自の創蓄連

携システムが構築されている。また、電気だ

けでなく、ガス・水道の利用状況もテレビや

タブレットなど多様な機器で「見える化」。過

去の利用状況と比較したり、使用履歴や換

算料金表示を行うことで、居住者の節電意

識も高めている。さらに、非常時には生活を

継続するために必要な電力供給先に自動的

に切り替えるとともに、街中が停電しても門

灯を点灯させるように設計されている。

／パナホーム株式会社建 築 主

パナホームスマートシティ
Fuj i s awa  SST

／三井不動産レジデンシャル株式会社建 築 主

ファインコートFuj i s awa  SST

HEMSなど各種モニタも集中設置

全自動おそうじトイレ　アラウーノサニタリースペースとバスルーム

LDKのLED照明は、シーンをワンタッチで切り替え、演出できるシンフォニーライティングを採用

アイランド設置のリビングステーション全戸がCO2排出量±0を実現

エコキュートとパワーステーション

分電盤や蓄電池を収納するスペースも設置

街の情報を提供するタウンポータルサイト

©パナホーム㈱
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コンベンション以外に各種資格試験会場にも使える照明環境を有した
展示ホール

ASPサービス「エコサス」を利用した発電量の「見える化」サイネージ

太陽光発電システムの効率を高めるため、30度傾斜した屋根にパネルが設置されている

遠隔監視システムによって
太陽光発電システムを運用・メンテナンス

1967年、約12万坪の敷地に高崎市内の卸商

社約160社が集まって日本最初の卸商業団地と

して形成された高崎問屋街は、北関東の流通拠

点としての地位を築いてきた。団地の完成と併

せて建設され、さまざまなイベントが開催されてき

た展示場を「新展示ホール」として再建。設計に

あたっては、再生可能エネルギーの導入を初め

とした高い環境性能が求められた。このため、展

示ホールの一部屋根を傾斜させて巨大な太陽

光発電パネルとなるように計画。同時に地域の

ランドマークとして躯体意匠も環境計画支援

VRを用いた検討が繰り返された。

合計250kWの太陽光発電システムは、安定し

た発電性能を発揮させるため、パナソニックの

ASP（Application Service Provider）サービ

スによって、遠隔監視されている。

本館には既設BEMSとしてWeLBAが導入され

ており、受電電力量と消費電力量を計測。これ

に加え、太陽光発電システムの発電データをパ

ナソニックのサーバに送信することにより、遠隔

監視サービスを実現している。また、消費電力

量と発電量は、ASPサービス「エコサス」によ

り、ユーザのPCや簡易サイネージを用いた「見

える化」も可能となっている。

／群馬県高崎市問屋町
／高崎卸商社街協同組合
／株式会社石井設計
／冬木工業株式会社
／阿久澤電機株式会
／熊井戸工業株式会社
／株式会社鳥屋銅鐵店
／パナソニックESエンジニアリング株式会社

／2014年1月

■ビエント高崎「新展示ホール」
所 在 地
施 主
設 計
建 築 工 事
電 気 工 事
設 備 工 事
P V 工 事
エンジニアリング

竣 工

ビエント高崎

S P E C I A L  E D I T I O NV I E N T O  T A K A S A K I

本館の既設BA「WeLBA」 ネットワークカメラ監視システム

● 太陽光発電システム HIT233（250kW）
● 太陽光発電遠隔監視システム
● LED照明器具

● 演出用LED照明器具
● 音響システム
● ネットワークカメラシステム

● 空調機器　　● 電設盤
● デジタルサイネージ
● 火災報知設備

主な設備

最先端の展示ホールが育む新たな活気に期待
高崎問屋街は、2005年に「日本まちづくり大賞」「まち

づくり月間国土交通大臣表彰」を受賞。ビエント高崎は

「人・物・情報・文化」の新たな交流拠点となっています。

コンベンションだけでなく、試験会場からマーチングバン

ドの練習までできる、太陽光発電やLED照明などの先

端設備を導入した展示ホールが活用され、北関東の交

流拠点として活性化することを期待しています。

高崎卸商社街協同組合
理事長

まつもとしゅうへい
松本 修平氏

（ＰＶ、演出照明、吊物、ＢＥＭＳ）

V I E N T O  T A K A S A K I

ビエント高崎
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南7号館の講義実験室

中央教育研究棟のパッケージエアコン

南2号館管理室のP-AIMS北1号館屋上のGHP室外機

西5号館屋上のナチュラルチラー（吸収式冷凍機）

中央教育研究棟 外観

目白キャンパス 正門

カリキュラム連動の空調制御システムを
広域で連携してCO2排出を削減

2010年、東京都は国の基準と比較しても厳し

い、5年間で8％のCO2削減を義務付ける環境

確保条例を施行。また、経産省の省エネ法改

正、環境省の温対法などによりCO2排出量削

減が強く求められてきた。その対策として、学習

院は空調エネルギー削減に着手。約20年前から

当社が納入していた冷暖房が可能なガスヒート

ポンプエアコン(GHP)を本格導入するととも

に、キャンパスが広域で建物も多いため、各施

設における空調機器の集中監視と自動制御に

よるCO2排出量削減が計画された。

空調システムの広域群管理にあたっては、空調

制御システム「P-AIMS」を大学の授業運営に

合わせてカスタマイズすることで、カリキュラム

連動により講義室の空調設備をスケジュール

制御。授業開始20分前に空調稼働、授業が終

わると強制終了させ、設備監視センターからの

監視・制御も可能となっている。設備の採用に

あたっては、空調を中心とした設備機器を監視

制御できる「P-AIMS」に加え、当社にガスと電

気の空調機ラインアップがあり、使用状況や規

模によって選択できることが評価された。

これらの試みにより、2010年から3年間で平均

約20%のCO2排出削減が達成※されている。

／東京都豊島区目白
／学校法人 学習院
／パナソニックES産機システム株式会社

所 在 地
施 主
空調設備工事

学習院目白キャンパス

S P E C I A L  E D I T I O NG A K U S H U I N  M E J I R O  C A M P U S

● 空調制御システム「P-AIMS」
● ガスヒートポンプエアコン（GHP）
● ナチュラルチラー（吸収式冷凍機）
● パッケージエアコン

主な設備

※目白キャンパスにおいて。他社製品も含む

※P-AIMSとの接続を検討中

中央教育研究棟の屋上に設置されたGHP室外機

システム概要

©学習院

G A K U S H U I N  M E J I R O  C A M P U S

学習院目白キャンパス

P-AIMS 1台

P-AIMS
GHP

1
980

台
馬力

GHP
吸収式

66
300

馬力
RT

GHP 32馬力

南 2号館

卓球場

GHP 28馬力
北別館

GHP 45馬力
東別館

GHP 330馬力
北 1号館

GHP 131馬力
東 1号館

GHP 393馬力
西 1号館

吸収式 360 RT
西 5 号館

GHP 109馬力
富士見会館

GHP 45馬力
中・高等科校舎

GHP 60馬力
女子大学5号館

P-AIMS
PAC
GHP

1
23
730

台
馬力
馬力

中央教育研究棟

南 7号館

学習院創立百年記念会館

15 16



Y A H A B A  T O W N  D I S A S T E R  P R E V E N T I O N  C O M M U N I T Y  C E N T E R

矢巾町防災コミュニティセンター
W A K U Y A  T O W N  M E D I C A L  A N D  W E L F A R E  C E N T E R

涌谷町町民医療福祉センター

涌谷町町民医療福祉センター

／岩手県紫波郡矢巾町
／矢巾町
／株式会社久慈設計
／岩手電工株式会社
／2013年3月

■防災拠点太陽光発電設備工事
所 在 地
施 主
設 計
施 工
工事竣工

／宮城県遠田郡涌谷町涌谷
／涌谷町
／株式会社梓設計
／株式会社ユアテック
／2013年3月

■防災拠点太陽光発電設備工事
所 在 地
施 主
設 計
施 工
工事竣工

矢巾町防災コミュニティセンター

S P E C I A L  E D I T I O N

W A K U Y A  T O W N  M E D I C A L  A N D  W E L F A R E  C E N T E R

S P E C I A L  E D I T I O N

Y A H A B A  T O W N  D I S A S T E R  P R E V E N T I O N  C O M M U N I T Y  C E N T E R

防災コミュニケーションセンターの屋上に設置された10kWの太陽電池モジュールHIT233 町民医療福祉センターの屋上に設置された20kWの太陽電池モジュールHIT233

災害時には避難住民を収容する研修談話室

15kWhリチウムイオン
蓄電池

非常用コンセント 災害時には避難住民を収容する研修ホール

15kWhリチウムイオン
蓄電池

非常用コンセント

● 太陽光発電システム HIT233×44枚（10kW） ● リチウムイオン蓄電池 15kWh

主な設備
● 太陽光発電システム HIT233×88枚（20kW）
● リチウムイオン蓄電池 15kWh

● パワーコンディショナ 10kW

主な設備

避難住民の安全・安心を支援する
防災施設の創蓄連携システム
岩手県矢巾町の防災コミュニティセンターは、

消防署機能と地域活動支援機能を備えた施設

で、災害時の防災拠点として位置づけられ、避

難者の収容にも利用される。ここでは、グリーン

ニューディール基金制度※を活用して、太陽光

発電システム10kWとリチウムイオン蓄電池

15kWhによる創蓄連携システムが導入された。

災害時には避難住民を収容する研修談話室の

一部照明と非常用コンセントに電力を供給。消

防署の自家発電設備に依存しないため、署の

機能を損なうことなく、自立電源のみで3日間、

避難住民を受け入れることが可能。また、平常

時は太陽光発電システムからの電気を蓄電池

に貯め、余剰電力を主電源に供給することによ

り、系統電力の使用量削減に寄与している。

※グリーンニューディール基金制度
東日本大震災を踏まえ、再生可能エネルギーなどの活用により、
災害に強く環境負荷の小さい地域づくりを推進するために、環境
省によって設立された基金。

町民医療福祉センターの防災機能を
創蓄連携システムでサポート
奈良時代から金の産出地として名を馳せていた

宮城県涌谷町。昭和63年に建設された町民医

療福祉センターは、国民健康保険病院と老人保

健施設や訪問看護ステーションからなる、涌谷

町の医療福祉における拠点施設。涌谷町の中

心部は江合川の流域にあり、内水や洪水の被

害を被ることも多い。このため、岩盤上にある町

民医療福祉センターは役場本庁舎が被災した

場合の防災拠点としても位置づけられている。

ここでは、グリーンニューディール基金制度を活

用し、太陽光発電システム20kWとリチウムイオ

ン蓄電池15kWhによる創蓄連携システムが導

入された。平常時は太陽光発電によって蓄電池

を充電し、余剰電力を一般回路に供給して系統

電力の使用量を削減。災害時には、負傷者を収

容したり、災害対策本部が置かれる研修ホール

の一部照明と非常用コンセントに電力を供給す

ることにより、病院機能を損なうことなく、防災拠

点として機能するように計画されている。

17 18



● パワーステーション
● 燃料電池エネファーム

主な採用設備 ● 太陽電池モジュール HITハーフタイプ 
● パワーステーション 
● 蓄電池
● 配電設備

● 熱交気調システム
● IHクッキングヒーター
● アラウーノ　　● エアイー

主な採用設備

2 0 3 0 年 の Z E H を 5 大 学 が 競 っ た
「 エ ネ マ ネ ハ ウ ス 2 0 1 4 」

「CITY ECOX」とよばれる都市型集合住宅のZEHモジュール

パワーステーションとエネファーム

市松状の屋根にはHITハーフタイプが設置されている

キッチンシェルターのIHクッキングヒーター水廻りシェルターに設置されたアラウーノ

EPSに設置された住宅分電盤や蓄電池など

エアイーにより空気の質にも配慮した寝室シェルター

市松状に設けられたトップライトから光が射し込むリビング

芝浦工業大学コンソーシアム ─ 優秀賞／People's Choice Award

※CLT(クロス・ラミネーテッド・ティンバー)：引板の繊維方向を直交させ積層接着したパネル。厚みがあり構造材としての利用も期待されている。

母の家2030

「個」が集まるライフスタイルから、「共」の

つながるライフスタイルを目指したシェア

型住宅。市松状の屋根は、太陽の日射を

熱・電気・光として取り込みながら、温度差

による空気の流れを積極的に利用する

「呼吸する屋根」。個人のスペースである

寝室や生活に必要な台所・水廻りは、

CLT※を用いた高気密・高断熱な「環境

シェルター」。このシェルターは高機能設

備が組み込まれユニット化されることで、

アジア諸国への輸出が想定されている。

東京大学コンソーシアム ─ 最優秀賞

2030年における
都市型集合住宅の
ZEHプロトタイプ

2014年1月下旬、東京ビッグサイト東雲臨

時駐車場（東京都江東区）をメイン会場に

「エネマネハウス2014」が開催された。こ

れは経済産業省資源エネルギー庁の「住

宅・ビルの革新的省エネ技術導入促進事

業」の一環として行われたもの。政府は

2020年までに標準的な新築住宅でZEH

の実現を目標に掲げており、今回の事業

は先進的な技術開発や実証によるZEH

の開発と普及促進を目的としている。

ここでは、「2030年の家」をテーマに、エネ

ルギー消費削減、2030年の生活提案、新

興国への海外展開という3つのコンセプト

を盛り込んだ提案が求められ、大学と住宅

会社や住宅設備・建材メーカーがモデル

ハウスを建設し、省エネ性能や生活提案

の視点から評価を競った。

応募した十数チームの中から、書類審査

を通過した慶應義塾大学、芝浦工業大

学、千葉大学、東京大学、早稲田大学を

代表とする産学混成5チームが出場し、モ

デルハウスを建設。エネルギー消費量、発

電量、日負荷率、温熱環境、光・音環境な

どを6日間計測。その結果を踏まえて、審

査員による評価が行われた。

最優秀賞を受賞したのは、都市型集合住

宅のZEHプロトタイプを提案した、東京大

学コンソーシアムの「CITY ECOX」。慶

應義塾大学、芝浦工業大学、千葉大学、

早稲田大学の4コンソーシアムは優秀賞を

受 賞 。また、来場者投票による1 位

「People's Choice Award」は芝浦工大の

「母の家2030」が受賞した。

集合住宅の1室を想定したもので、構造

と設備を東西両側のサイドコアゾーンに

収め、中央にフレキシブルな居室空間を

確保。気候や居住者のライフスタイルに

合わせて、熱や光、風、音、ひとなど、多

様な外部環境を自由に選択して取り込

めるように計画されている。

この「CITY ECOX」とよばれるモジュー

ルが集まって集合住宅を形成する。

熱、電力、交通、緑、水を集合住宅間

で融通し、安全・安心で省エネなまちを

つくりだす。

T R E N D  R E P O R T T R E N D  R E P O R T2 0 3 0 年 の Z E H を 5 大 学 が 競 っ た 「 エ ネ マ ネ ハ ウ ス 2 0 1 4 」
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● パワーステーション
● 配電設備
● LED照明器具
● リビングステーション
● HEMS

主な採用設備

● 蓄電池
● コンセント
● LED照明器具
● 床材

主な採用設備

アジアの環境都市開発を意識した水上住宅

統合的HEMSモニタなどが設置された壁面

USBコンセント（参考出品）パワーステーションと燃料電池エネファーム パネル内に収容された住宅分電盤と蓄電池

リビングステーションが中央に据えられたキッチン

LEDスタンド LEDブラケットCLTを内装の現しとし、リビングやキッチンなどが段差で仕切られた一体空間

慶應義塾大学コンソーシアム ─ 優秀賞

慶應型共進化住宅

緑化された壁面とCLTを用いた新しい工

法の開発により、アジアの高密度な都市

開発にも対応可能な水上住宅として提案

された。室内は食卓を中心としたステップ

フロアで仕切られた一体空間。大量供給

が可能な共通システムを保ったままでも

多彩な間取りにカスタマイズ可能であり、

ライフスタイルとともに進化できる住宅。

エネルギーの流れや環境条件に応じて全

ての環境設備を統合的に管理する統合

的HEMSが導入されている。
「CUJユニット」が柱のない大空間を構成する

周囲の「Nobi-Nobiゾーン」に囲まれた住居

5kWh蓄電池LEDブラケットによって柔らかな表情を見せる室内

千葉大学コンソーシアム ─ 優秀賞

変える家「ルネ・ハウス」

自然エネルギーを活用したエネルギー自

立住宅。集成材による「コア」と「パネル」

によって構成された、高い強度を持つ大

断面木造ユニット「CUJユニット」を開発。

これを積み木のように組み合わせること

で、大空間と自由な間仕切りを可能にし、

集合住宅、オフィス、店舗、学校などへの

リノベーションを可能としている。また、高

断熱で大容量蓄熱の外壁や床は、冷暖

房設備に依存しなくても、快適な住環境

を提供するように設計されている。

早稲田大学コンソーシアム ─ 優秀賞

「Nobi-Nobi HOUSE」
重ね着するすまい

住宅の中心に設けられた設備コアを居住

ゾーンが取り囲み、その周囲をさらに

「Nobi-Nobiゾーン」が取り囲む三重構造

で構成されている。この空間は、季節や地

域に合わせて温室などに利用し、自然エネ

ルギーを利用した快適な生活を実現す

る。設備コアでは、日本の技術や生活イン

フラをパッケージ化し、太陽の日射を熱・

電気・光というエネルギーに変換して、さま

ざまに利用する。

T R E N D  R E P O R T2 0 3 0 年 の Z E H を 5 大 学 が 競 っ た 「 エ ネ マ ネ ハ ウ ス 2 0 1 4 」
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省エネルギー法改正の背景
2度のオイルショックを背景として1979

（昭和54）年に「エネルギーの使用の合理

化に関する法律」（省エネ法）が制定され

ました。その後更なる省エネルギーをめざ

して省エネルギー基準（以降、省エネ基

準）が数回に渡り改正されており、2002

（平成14）年には省エネルギー措置の届

出の義務付けがされています。しかし、こ

れまでの省エネ基準は建物外皮の断熱

性や設備の性能を建物全体で一体的に

評価できる基準になっていないことや、住

宅と建築物（非住宅）で省エネを評価する

指標や地域区分が異なっていること、およ

び省エネ効果以外にも太陽光発電の設

置による自家消費について積極的に評価

する必要があることなどから、昨年（2013）

4月に建築物（非住宅）の省エネ基準の改

正が行われ、今年（2014）4月からは新し

い外皮性能の評価指標および簡易評価

法による省エネ基準が施行されます。今回

は改正された建築物（非住宅）の省エネ基

準の概要をご紹介します。

改正省エネ基準（建築物）の
概要
建築物（非住宅）の省エネ評価は表-1に

示すように、これまで外皮性能はPAL、設

備性能はCEC（空調CEC/AC、換気

CEC/V、給湯CEC/HW、照明CEC/L、

昇降機CEC/EV）を指標として評価を

行ってきましたが、改正後は、外皮は、

PAL＊（パルスター）を指標として評価を

◎このシリーズでは、改正省エネ基準を4回に分けてご紹介する。次回は・・3,000m2オフィスでのケーススタディ

【監修：株式会社アーキテック・コンサルティング】

行い、設備は建物全体の年間の一次エネ

ルギー消費量を算定して評価を行うこと

になります。また、これまでの簡易評価法

（ポイント法、簡易ポイント法）は廃止され、

今後は延べ床面積5,000m2以下の建物

に対して「モデル建物法」と呼ばれる簡易

評価法が適用可能となります。

PAL＊の概要
PAL＊はPALと同様にペリメーターゾーン

（屋内周囲空間）の年間熱負荷をペリメー

ターゾーンの床面積で除した値であり、こ

れまでのPALと同水準（平成11年基準レ

ベルの断熱性などを求める）となるように

基準値が定められています。PAL＊での

年間熱負荷の計算条件は、地域区分をこ

れまでの12区分から8区分とし、建材の物

性値も住宅と同様としています。また、こ

れまでペリメーター面積算出に非常に時

間を要していたため算出方法の簡略化も

図られ、ペリメーターゾーンの年間熱負荷

計算はWEB上のプログラムにより自動計

算が可能になりました。

一次エネルギー消費量による
省エネ評価
改正省エネ基準では図-1に示すように8つ

の建物用途ごとに室用途が定められ（計

201室用途）、室用途ごとに各設備（空

調、換気、照明、給湯、その他設備）の基

準一次エネルギー消費量に関する係数が

定められています。この係数は各室用途の

床面積1m2あたりの年間一次エネルギー

改正省エネ基準と概要

T E C H N I C A L  R E V I E W改正省エネ基準に基づくケーススタディ 0 1 0 4

建築物・建築設備に関する調査研究および技術開
発を行い、ライフサイクルCO2の評価など維持保全
に関するコンサルティングを行う。東京都台東区。

消費量であり、空調と給湯に関しては地域

区分ごとに異なっています。評価建物の

一次エネルギー消費量の基準値（基準一

次エネルギー消費量）は、各室の設備ごと

の基準一次エネルギー消費量に関する係

数に床面積を乗じて合計値を求め、各設

備の値を足し合わせて算定します。

一方、評価建物の年間の一次エネルギー

消費量はWEB上の算定用プログラムで

計算することとされています。計算の手順

は、図-2に示すように、プログラムの入力

シート（Microsoft®Excel®ファイル）に建

物躯体や設備の仕様などを入力後、

CSVファイルに変換し、WEBプログラム

にアップロードすることで建物の一次エネ

ルギー消費量が自動計算されます。計算

された一次エネルギー消費量は基準値に

対して下回っていることが求められ、計算

結果を省エネ措置の届出書類に添付し所

管行政庁に提出するという流れとなりま

す。なお、PAL＊算定用プログラム、一次

エネルギー消費量算定用プログラムおよ

び算定用入力シートの入力方法の詳細に

ついては、建築研究所のWEBサイト（住

宅・建築物の省エネルギー基準及び低炭

素建築物の認定基準に関する技術情報

http://www.kenken.go.jp/becc/）を

参照してください。

簡易評価法（モデル建物法）
延べ床面積5,000m2以下の建物に適用

可能となる簡易評価法の「モデル建物

法」とは、PAL＊や一次エネルギー消費量

計算の入力を簡易化した方法で、評価建

物を定められたモデル建物に置き換えて、

評価建物で採用する各室の主な外皮仕

様や設備仕様を入力し、その仕様がモデ

ル建物で適用された場合のPAL＊と一次

エネルギー消費量を算定し、モデル建物

の基準値と比較する方法です。モデル建

物法のPAL＊の計算結果を基準値で除し

たものをBPIm、モデル建物法の一次エネ

ルギー消費量の計算結果を基準値で除し

たものをBEImと定義し、1より小さい値で

あることが求められます。これらの算定用プ

ログラムおよびプログラムの入力値（平均

熱貫流率、平均日射熱取得率、冷房・暖

房平均COP、単位送風量あたりの電動機

出力、照明器具の単位床面積あたりの消

費電力、給湯設備の熱源効率など）を計

算する集計表（Microsoft®Excel®ファイ

ル）も前述の建築研究所のWEBサイトに

用意されています。

なお、モデル建物法で入力する外皮仕様

や設備仕様はすべての部位・機器に対し

てではなく、表-2に示すもののみとなって

おり、入力が簡易化されています。ただし、

入力が簡易な代わりに計算結果はやや

安全側（大きめ）になるように計算方法な

どが設定されているため、より詳しく省エ

ネ効果を表したい場合は通常の計算法

（図-2）を用いることが良いでしょう。

おわりに
今回の省エネ基準の改正により公開され

ている一次エネルギー消費量算定用プロ

グラムは、建築や設備の仕様を色々変え

て年間一次エネルギー消費量がどの程度

変化するかといったシミュレーションに活

用できます。これにより、環境性などの検

討も容易に行えると考えます。次回以降

はこのプログラムを用いたケーススタディ

例をご紹介します。

＜参考資料＞
1） 国土交通省「省エネルギー基準改正の概要」
http://www.mlit.go.jp/common/001012880.pdf
2） 国土技術政策総合研究所資料・建築研究所資料「平成
25年省エネルギー基準（平成25 年9月公布）等関係技術資
料－モデル建物法による非住宅建築物の外皮性能及び一次
エネルギー消費量評価プログラム解説－」平成25年11月

01
04

事務所等 ホテル等 病院等 物販店舗等 学校等 飲食店等 集会所等 工場等

事務室 客室 病室

客室の浴室 病室の浴室

売り場 教室 客席
ロビー 診察室 研究室・事務室
レストラン 待合室

主たる室 主たる室

全て
機械室
便所
厨房
駐車場

厨房
全て

全て（ただし、売電のために設置される太陽光発電設備は除く）

外気に接する部位（地下にある地盤に接する外皮は対象外）

洗面所・手洗い

外皮
空気調和設備

照明設備

換気設備

給湯設備

昇降機
太陽光発電設備

出典：参考資料2）より引用

必須

必須

あれば必須

必須

あれば必須

表-1　改正省エネ基準（建築物）の概要

図-1　基準一次エネルギー消費量の算定

図-2　一次エネルギー消費量の算定手順

表-2　モデル建物法の仕様を入力する範囲

改正前（平成11年基準）

省エネ評価法

外皮 PAL※1 PAL＊※4

設備
設備別CEC※2 一次エネルギー消費量※5

【通常の計算法/主要室入力法】

外皮 ポイント法（外皮）※2
簡易ポイント法（外皮）※3

モデル建物法※4
（PAL＊）

設備
ポイント法（設備）※2

簡易ポイント法（設備）※3　

※1 ： H26/4/1廃止（H27/3/31まで経過措置）
※2 ： H25/4/1廃止（H26/3/31まで経過措置）
※3 ： H25/4/1廃止（H26/3/31まで経過措置）、2,000m2以下に限る

※4 ： H26/4/1施行
※5 ： H25/4/1施行、主要室入力法はH26/4/1施行

モデル建物法※4
（一次エネルギー消費量）

省エネ評価法
（簡易）

改正後（平成25年基準）

5,000m2以下の
建物に適用

[CEC/AC、CEC/V、CEC/HW、
CEC/L、CEC/EV]

[空調、換気、給湯、照明、昇降機]

[空調、換気、給湯、照明、昇降機、効率化設備]

[空調、換気、給湯、照明、昇降機、効率化設備]

出典 ： 参考資料1）を元に作成

(a)建物用途別の室用途数

建物用途

事務所等

(c)設備別基準一次エネルギー消費量に関する係数一覧　［単位：MJ/(m2・年)］

室用途
空調

換気 照明
給湯

その他
設備地域区分地域区分

(b)建物全体の基準一次エネルギー消費量の算出方法

建物全体の基準
一次エネルギー消費量
[GJ/年]

設備毎の基準
一次エネルギー消費量
[GJ/年]

室用途毎の設備毎の基準
一次エネルギー消費量に
関する係数[MJ/(m2・年)]

室毎の
床面積
[m2]

設備毎の基準
一次エネルギー消費量
[GJ/年]

事務所等
ホテル等
病院等

物品販売業を営む店舗等
学校等
飲食店等
集会所等
工場等
合計

事務室
電子計算機器事務室

会議室
・・・

屋内駐車場
廃棄物保管場所等

1
898
944
1060
・・
0
0

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

8
1399
1715
1465
・・
0
0

0
0
0
・・

1366
527

498
498
231
・・
123
35

1
20
20
51
・・
0
0

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・

8
12
12
29
・・
0
0

498
498
1245
・・
0
0

室用途数建物用途

19
31
28
17
26
19
59
2

201

×

=Σ

=Σ

開始

● 一次エネルギー消費量算定用

  入力シート

● 一次エネルギー消費量算定用

  プログラム起動用のリンク

建築研究所

http://www.kenken.go.jp/becc/

JSBC

http://lowenergy.jsbc.or.jp/top/

● 基本情報入力シート
● 建築～各設備仕様の入力シート
● シートデータをCSVに変換するマクロ

設計図書

CSVデータを
プログラムに
アップロード

外皮・設備仕様入力
シートの各シートをCSV
データに変換（マクロ実行）

省エネルギー基準
ホームページ

届出書類

提出

外皮・設備仕様
入力シート（建築物用）

（Microsoft®Excel®シート）

一次エネルギー消費量
算定用プログラム用
データ（CSV）

省エネルギー基準
ホームページアクセス

入力データ

出力データ

一次エネルギー消費量
算定結果を印刷

設備仕様入力シートの印刷必要書類を添付して届出書類を
所管行政庁に提出

外皮・設備仕様入力シート
（建築物用）をダウンロード

クラウドサーバ

一次エネルギー
消費量算定用

プログラムエンジン

一次エネルギー消費量
算定用プログラムの起動

設計図書より
躯体や設備の
仕様などを各
シートに入力
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1F

2F

3F

4F 東側立面図

NN

食堂バルコニー

バルコニー

バルコニー

バルコニー

厨房

廊下

浴室・洗濯室

電気室

使用人室

応接室

倉庫

給湯室

車寄せ
クローク玄関

寝室
寝室

和室
和室和室

家族
寝室

家族室

使用人室
勝手口

洗面室
浴室

婦
人
室

バルコニー

廊下

廊下

バルコニー
廊下

2階応接室は大窓から広がる景色が印象的な空間。袖壁や暖炉は温かな風合いの大谷石で、内装材として使用したのはライトが最初とされる。上部に並ぶ小窓は通風孔

バックナンバー    http://www.sumu2.com/bunka/ichiran.html

兵庫県芦屋市

ヨドコウ迎賓館（旧山邑家住宅）

自然との調和を理想としたF･L･ライト設計の住宅

兵庫県芦屋市のヨドコウ迎賓館は近代建

築の巨匠、F･L･ライトが酒造家、山邑太左

衛門の別邸として設計した鉄筋コンクリート

造の建物。六甲山の地形を生かした階段

状の外観で知られ、国の重要文化財に指

定されている。また、ライトの母国・アメリカ

以外に現存する希少な住宅作品でもある。

YODOKO GUEST HOUSE
( The former residence of the Yamamura family )

no.39HOUSING IS CULTURE

4階のバルコニー。緑を背景にした煙突の意匠
がユニーク。大阪湾へ眺望が広がる

温水の蛇口もある洗面台（左）。浴室にも飾り
銅板のついた採光窓が見られる

ライトの設計にはなかった三間続きの和室。
山邑家の要望で洋室から変更したとされる

地形を生かすために多様な階段が造られた。
1階から4階へ一気に上がる階段はない

夕方には窓の飾り銅板が美しい模様を投影
する。窓は外開きで、風を取り込むのに良い

えんどう

やまむら

あらた

おお  や  いし

みなみまこと

ヨドコウ迎賓館（旧山邑家住宅）は兵庫県の

灘の酒造家、8代目山邑太左衛門の別邸と

して大正13（1924）年に竣工した。大正7年

にフランク･ロイド･ライトが基本設計を完了、

愛弟子の遠藤 新、南信が建設した。当時、

ライトは帝国ホテル建設のために来日中で、

遠藤新と山邑家の娘婿・星島二郎が親友で

あったことから設計が実現した。

機能主義を掲げる欧米の近代建築に対し、

ライトは異端ともいわれる「有機的建築」を

提唱、自然から学んだデザインを多用し、自

然との調和、一体化をテーマとする建物を手

がけた。旧山邑家住宅も山の斜面に沿うよう

に4階建ての各階を階段状に設計。3階北側

を東へ曲げたのも、3階屋内に複数の短い階

段を設けたのも地形を生かすためとされる。

自然との調和をめざしたデザインは邸内の随

所に見られる。2階応接室の入り口は狭くし

つらえてあり、室内の広さを強調する趣向。入

室すると、東西に開けた2つの大窓から近隣

の自然が風景画のように望め、ドラマチック

である。それまで日本では屋外用素材だった

大谷石を屋内に使用したことも特徴で、彫刻

を施した大谷石の壁を屋外から室内へ続け

て屋内外の一体化を図っている。また、3階

西側廊下に外開きの大窓があるが、これも

「室内を屋外と関連させ、外に向かって自由

な開放を得る」というライトの考えを反映した

ものである。邸内のあちこちに見られる植物

の葉をモチーフにした飾り銅板をこの窓にも

あしらってあり、西日の頃には木漏れ日のよう

な光と影が廊下に落ちて、美しい。

かつての山邑家には使用人がおり、客用とは

別の廊下や厨房への階段、風呂もある。この

住宅はライトの思想を表すとともに、当時の

暮らしを伝えていて貴重である。

用語説明

【星島二郎】犬養毅の秘書を務めた後、政
治家となる

【大谷石】栃木県宇都宮市大谷町付近から
産出する石材。凝灰岩の一種で耐火性に優
れている。石垣や塀・門柱などに用いられる

山の斜面と一体化するように建てられた旧山邑家住宅。
ライトはこの敷地を気に入って設計を引き受けたといわれている

南から北へ建物の各層を階段状に積み上げている。
邸内からの眺めも変化に富む

来客を迎える車寄せの装飾。大谷石は加工が容易で、
ライトが好んだ幾何学模様を彫るのに適していた

船底を思わせる4階食堂の天井。三角形の換気用兼採光窓から空が見える。
木製飾りもあり、邸内で最も装飾が豊かな部屋。右奥に厨房の扉がある
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建築と設備のエコソリューション情報誌

〒105-8301　東京都港区東新橋1丁目5番1号

首都圏照明EC （03）6218-1499

東京照明EC （03）6218-1010

ソリューションライティングデザイングループ（東部）

 （03）6218-1020

東京商業照明EC （03）6218-1544

東部テクニカルグループ （03）6218-1050

〒540-6218　大阪市中央区城見2丁目1番61号
OBPパナソニックタワー18F

大阪照明EC （06）6945-7809

ソリューションライティングデザイングループ（西部）

 （06）6945-7809

〒540-6213　大阪市中央区城見2丁目1番61号
OBPパナソニックタワー13F

近畿照明EC  （06）6943-1630

〒540-6217　大阪市中央区城見2丁目1番61号
OBPパナソニックタワー17F

大阪商業照明EC  （06）6945-7805

〒540-6218　大阪市中央区城見2丁目1番61号
OBPパナソニックタワー18F

西部テクニカルグループ （06）6945-7813

〒450-8611　名古屋市中村区名駅南2丁目7番55号

名古屋照明EC （052）586-1802

名古屋商業照明EC  （052）586-1061

中部TC （052）586-0581

〒060-0809　札幌市北区北9条西2丁目1番地

北海道EC／TC （011）747-0617

〒730-8577　広島市中区中町7番1号

中国EC／TC （082）249-6148

〒810-8530　福岡市中央区薬院3丁目1番24号

九州EC／TC （092）521-1501

〒980-0014　仙台市青葉区本町2丁目4番6号

仙台本町三井ビルディング4F

東北EC／TC （022）261-2318

北海道地区

東北地区

首都圏

中国・四国地区

九 州地区

中部地区

近畿地区

〒060-0809　札幌市北区北９条西2丁目1番地
（011）727-5066
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日・お盆・年末年始

札  幌

〒980-0014　仙台市青葉区本町2丁目4番6号 
仙台本町三井ビルディング
（022）225-4357
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日・お盆・年末年始

仙  台

〒105-8301　東京都港区東新橋1丁目5番1号
（03）6218-0010
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日（祝日の場合は開館）・お盆・年末年始

（ 汐留 ）

東  京

〒221-0056 　横浜市神奈川区金港町2番6 横浜プラザビル 
（045）453-0981
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日・お盆・年末年始

横  浜

〒450-8611　名古屋市中村区名駅南2丁目7番55号
（052）583-8281
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日（祝日の場合は開館）・お盆・年末年始

名古屋

〒530-0011　大阪市北区大深町４番２０号
グランフロント大阪　南館（2F～B1） 
（06）6377-1700
開館時間／10:00～20:00
休館日／不定休（但し、地下1階リビングフロアは
　　　　　　　  水曜日〈祝日の場合は開館〉・お盆・年末年始）

（ 有明 ）

大  阪

〒730-8577　広島市中区中町7番1号 
（082）247-5766
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日（祝日の場合は開館）・お盆・年末年始

広  島

〒810-8530　福岡市中央区薬院3丁目1番24号 
（092）521-7993
開館時間／10:00～17:00
休館日／水曜日・お盆・年末年始

福  岡

エンジニアリング綜合センター（EC）／
ESデザインセンター／テクニカルセンター（TC）

パナソニック リビングショウルーム

〒135-0063　東京都江東区有明3丁目5番1号
（03）3599-2600
開館時間／10:00～18:00（リスーピアの最終入場は17時まで）
休館日／月曜日、年末年始

東  京

コーポレートショウルーム パナソニックセンター
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